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1． はじめに 

特許は専門用語が多く文章も多様で文献数も多いなど， 

特許文献は特殊なため，特許に関連する作業は大きな人的

コストがかかる．それを改善するため，特許に関する研究

は過去に多く行われてきた．特許の分類に関しては NTCIR 

というワークショップなどで広く研究を行われている． 

本報告では研究者が新発想や新発見により新たなものや

技術を開発したときに，その科学技術論文抄録と国際特許

分類の関連性を検出することを提案する．本提案手法は，

はじめに，NTCIR-7英語版の特許データを用いて，階層カ

テゴリを作成する，作成した階層カテゴリより，対象の論

文抄録と国際特許分類(IPC＊)の関連を検出する．検出した

IPC をランキングして上位の 1000 件取り出し，評価に関

する研究とその実験結果を報告する． 

2． 関連研究 

 論文抄録から特許への分類は NTCIR ワークショップで

多く研究されている。Hanif [1]らはオントロジー技術を用

いて分類する，Tong Xiao[2] らは KNN とランキング学習

により分類するなどがあげられる．本研究では世界知的所

有機関(WIPO**)を提供している IPC 階層カテゴリを用い

て，階層カテゴリを作成し，与えられた論文抄録を階層カ

テゴリに分類行う手法を提案する．特許のセッションから

サブクラスまで関連した特許群へ分類することを目的とし

ている． 

3． 国際特許分類(IPC) 

国際特許分類の分類記号はセクションからサブグループ

に至る階層を示すアルファベットと数字の組み合わせであ

る．約 8 万カテゴリが階層的に構成されている．以下の表

1は国際特許コードの階層の例を示す． 

表 1 国際特許分類 

 

 

 

 

 

4． 提案手法 

4.1 提案システム構成 

 これまでのテキスト分類や NTCIR ワークショップが行

われていた特許分類の研究はフラット分類に関する研究が

多く行われていた．しかし，フラット分類ではカテゴリが

多くなった場合分類コストがかかる．本研究では高速分類

することを考慮し，階層構造カテゴリを用いて，階層分類

手法を提案する．提案システム構成は以下の図 1 のように

システムを提案する． 

 

図 1 システムの構成 

4.2 階層カテゴリの作成 

 世界知的所有機関[3](WIPO)を提供している IPC 階層構

造に従って，階層カテゴリを作成する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 階層カテゴリ 

階層カテゴリの素性に関しては NTCIR-7 英語版のデー

タを用いて，それぞれのカテゴリに関連した特許に含まれ

る単語を階層ごとに素性とする．本研究では一部の約 2 万

1 千件の特許を用いて，階層カテゴリを作成し，検証実験

を行う． 

4.3 階層分類におけるノードのスコア付け 

階層分類の入力となる対象論文が国際特許分類のどのカ

テゴリに関連するか階層分類を用いて行う．まず，ルート

ノードカテゴリから始まり，各ノードカテゴリでの素性と

与えられた論文抄録の素性もっとも共起素性が表れるカテ

論文抄録 階層分類

IPC階層カテゴリ

IPC リスト

評価

上位1000件

テストデータ

カテゴリ IPC スコア
100 H04B_7 1.65613

100 H04Q 1.610579

100 H04B_15 1.545146

100 H04B_7/21 1.528642

101 B01F 1.40727

101 F04D_19 1.087518

101 B01D_33 1.041915

**WIPO: World International Patent Organization 
＊IPC: International Patent Classification 
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ゴリを次のサブノードカテゴリとして選択する．同時に関

連度のスコアも計算する．このような手順で論文抄録から

国際特許分類へ階層分類を行う．また，関連度のスコア(RS)

は共起素性の素性数やノードの素性数を用いて式（1）で定

義する． 

 

 

ここで, qは分類対象論文の素性，nodeはノードの素性．

)( nodeqn   は分類対象論文とノードでの共起素性の

数． ))(max( nodeqtf  は分類対象論文とノードの素性

出現頻度である． )( nodeqn  は分類対象論文とノード

の集合素性数． 

4.4 IPCリスト 

 国際特許分類（IPC）は細かく分けられており，1つの論

文抄録は多く国際特許分類(IPC)と関連していると考えら

れる。本研究ではスコアの高い上位 1000 件リストとして

取り出して，評価する． 

5． 検証実験 

5.1 実験概要 

本研究では論文と国際特許分類の関連を調査するために，

NTCIR-7 を提供している dry-run データセット 97 カテゴ

リをテストデータとする．更に NTCIR-7 の特許データ

21000 カテゴリを抽出し，学習データとする．まず，論文

抄録を形態素解析し，Stopword を削除し， POSTagger

により固有名詞のみ取り出す．取り出した素性を Wordnet

辞書から上下関係概念を取り出して，その論文の素性とす

る．特許データは抄録の部分のみ抽出し，Stopwordを削除

し，POSTaggerによる形態素解析を行い，固有名詞のみ取

り出し，素性とする．本実験ではサブクラス階層まで実験

評価を報告する． 

5.2 比較実験 

提案手法と比較するため，情報分類や情報検索で使われ

ている tdidf 手法を用い，コサイン類似度により，論文と

特許の類似度を計算し，上位 1000 件を取り出して評価を

行う．本実験ではサブクラス階層まで分類する． 

 

 

 

ここで， ),( dttdidf 単語 t が文書 d に出現する重みベ

クトル， ),( dttf 単語 tが文書 d に出現する頻度である．

)(tdf  全体文書において，単語(t)が出現する頻度， N 全

体文書総を表している． 

コサイン類似度は以下の式で用いて算出する． 

 

 

 

ここで 1d ， 2d それぞれは文書 1 及び文書 2 のベクトル

である． 

本研究の分類精度を Recall-Precision の平均による評価

を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 Recall-Precisionグラフによる分類精度比較 

 

提案手法では，従来フラット分類手法より悪化とみられ

る．これは， tdidf 手法を用いてフラットを分類精度は全

体文書数及び全素性を用いたため，結果が良くなると考え

る．本提案手法では，各サブカテゴリにおいての素性の考

慮したため，精度が従来手法より低くなったと考える． 

6． まとめと今後の課題 

 本研究では階層分類手法を用いて，科学技術論文抄録か

ら国際特許への階層分類を行った．階層素性カテゴリにお

いて，固有名詞のみ特定したため，素性数が少ないと考え

られる．階層構造において，分類精度向上させるためには，

各サブノードカテゴリにおいて，上下関係概念だけではな

くて，Wordnetから類義語及び意味関係概念も抽出して素

性とすることを考えられる． 

本研究では国際特許分類のサブクラス階層しか分類を行

ってなかったため，今後の課題はサブグループまで階層的

に分類を行う予定している．また，最新の国際特許分類に

適用できるため，NTCIR-10 データセットを用いて，検証

実験を行うがあげられる． 
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